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■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

特　許 特許出願中

土留支保工の切梁材に座屈性能の高いコラム（角形鋼管）を使用する工法。
中間杭を削減することで、地下工事の空間を広く確保することができる。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【品質】
・中間杭が削減される為、躯体の鉄筋補強、止水処理が不要となり、ひび割
れや漏水のリスクが低減される。
【コスト】
・中間杭が削減される為、材料費が低減される。
【工期】
・中間杭の打設・撤去工事が削減できる為、工期短縮が可能になる。
・部材の接合方法が簡略化できる為、工期が短縮できる。
・作業空間が広がる為、２次掘削からの地下躯体工事の能率が向上する。
【安全】
・作業空間が広がる為、中間杭との接触や視界不良による事故等のリスクを
低減できる。

適用条件 切梁スパン9～18ｍ

メーカー等 ジェコス株式会社

備　考
NETIS登録技術：KT-140078-A
第18回（平成28年度）国土技術開発賞（創意開発技術賞）受賞

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

Ｅｃｏラム工法 

従来工法 

切梁 
（角形鋼管） 

切梁 
（H形鋼） 
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